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別紙６ 

 

 
 

ご協力のお願い 

日ごろから、市政について、ご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、広島市では、地球温暖化に関する事業所の皆様のお考えや取組状況などをお聞きし、

今年度予定している新たな「地球温暖化対策地域推進計画」の策定や、今後の施策の実施にあ

たっての参考とするため、「地球温暖化に関する事業所アンケート」を実施することにしました。 

ご多忙のところ、誠に恐縮に存じますが、調査の趣旨をご理解の上、ご協力いただきます

ようお願い申し上げます。 

なお、この調査は、市内の事業所の中から５００社に回答をお願いするものです。調査に

は無記名でお答えいただき、回答結果は統計的に処理いたします。また、調査結果がまとま

り次第、広島市ホームページ（http://www.city.hiroshima.lg.jp/）で公表いたします。 

 

平成 28 年（2016 年）4 月 

広島市長 松 井 一 實 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 回答に当たっては、問いの指示に従って調査票に直接ご記入ください。 

ご記入は、鉛筆、ボールペン、万年筆のいずれでも結構です。 

２ 記入の終わった調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です。）に入れ、平成 28年（2016

年）5月 16日（月）までに郵便ポストへご投函ください。 

３ この調査についてのお問い合わせは、下記にお願いいたします。 

 

          

〒730-8586 広島市中区国泰寺町一丁目 6 番 34 号 

広島市環境局温暖化対策課  担当：村上、谷口 

電 話（082）504－2185（直通） 

 電子メール ondanka-t@city.hiroshima.lg.jp 

記入についてのお願い 

地球温暖化に関する事業所アンケート 
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問１ 貴事業所の所在地の区はどちらになりますか。当てはまるものを一つ選び、番号に○を付けてくださ

い。 

１．中区 ２．東区 ３．南区 ４．西区 

５．安佐南区 ６．安佐北区 ７．安芸区 ８．佐伯区 

 

問２ 貴事業所の業種をお伺いします。当てはまるものを一つ選び、番号に○を付けてください。「16．その

他」と回答された事業所は、（ ）に業種をご記入ください。 

１．農業、林業、漁業 ９．卸売業、小売業（食品卸、販売業以外） 

２．鉱業、採石業、砂利採取業 10．金融業、保険業 

３．建設業  11．不動産業、物品賃貸業 

４．製造業（食品加工業） 12．宿泊業、飲食サービス業 

５．製造業（食品加工業以外）     13．教育、学習支援業 

６．電気・ガス・熱供給・水道業 14．医療、福祉 

７．情報通信業、運輸業、郵便業 15．複合サービス事業 

８．卸売業、小売業（食品卸、販売業） 16．その他（              ） 

 

問３ 貴事業所の建物の形態をお伺いします。当てはまるもの（おおむねで結構です。）を一つ選び、番号に

○を付けてください。「８．その他」と回答された事業所は、（ ）に建物の形態をご記入ください。 

１．店舗・飲食店  ５．学校施設 

２．事務所・営業所  ６．ホテル・旅館 

３．工場・作業所  ７．病院・医療関連施設 

４．輸送センター・配送センター ８．その他（              ） 

 

問４ 貴事業所の従業者数についてお伺いします。当てはまるものを一つ選び、番号に○を付けてください。 

１．１～５人 ２．６～２０人 ３．２１～５０人 

４．５１～１００人 ５．１０１～３００人 ６．３０１人～ 

※パート、アルバイト等は、「１日８時間換算」で従業者数 1人としてください。 

 

問５ 貴事業所の資本金についてお伺いします。当てはまるものを一つ選び、番号に○を付けてください。 

１．5,000万円未満  ２．5,000万以上、1億円未満 

３．1億円以上、3億円未満  ４．3億円以上 

 

問６ 貴事業所を運営する事業者は、「エネルギー使用の合理化に関する法律」（省エネ法）の指定を受けて

いますか。当てはまるものを一つ選び、番号に○を付けてください。 

１．特定事業者又は特定連鎖化事業者    ２．非指定     ３．わからない   

 

問７ 貴事業所における平成 26年度及び平成 27年度の電気使用量等をご記入ください。（正確な数値がわか

らない場合はおおよそで構いません。） 

エネルギー

種類 

年間使用量 

平成 26年度 平成 27年度 

購入電力  kWh  kWh 

(購入先) ( ) ( ) 

都市ガス  ㎥  ㎥ 

ＬＰガス  ㎥  ㎥ 

貴事業所のことについて 
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近年、世界的に気温は上昇しており、国連の専門機関が公表した報告書においては、科学的知見から、地

球温暖化は疑う余地がないとされています。また、地球温暖化の原因である温室効果ガスを、何の対策もせ

ずに、今後も排出し続けると、後戻りできない影響が生じる可能性が高いと予測されています。 

こうした中で、昨年 12 月にパリで開催された気候変動について国際的な枠組みを話し合うための国際会

議（ＣＯＰ２１）では、全ての国が、温室効果ガス排出量を大幅に削減し、世界の平均気温の上昇を２℃未

満に抑えること等に取り組むことが決まりました。会議の開催地の名称を取って、「パリ協定」と呼ばれてい

ます。 

 

問８ 地球温暖化への対応は差し迫った問題であると思いますか。当てはまるものを一つ選び、番号に○を

付けてください。 

１．そう思う ２．まあそう思う ３．あまり思わない ４．そうは思わない 

５．わからない 

 

問９ ＣＯＰ２１に先立ち、我が国は、温室効果ガス排出量を 2030年度までに 2013年度と比べて２６％削

減するという目標を掲げました。 

そのことを知っていますか。当てはまるものを一つ選び、番号に○を付けてください。 

１．よく知っている ２．少しは知っている 

３．聞いたことはあるが、あまり知らない ４．全く知らない 

５．わからない 

 

問 10 貴事業所は、地球温暖化などの環境問題に関する知識や情報をどこから入手していますか。当てはま

るものを全て選び、番号に○を付けてください。「８．その他」と回答された事業所は、（ ）に具体的

な入手方法をご記入ください。 

１．家族や友人・知人 ２．新聞、雑誌、書籍 

３．テレビやラジオ ４．インターネット 

５．広島市の広報紙やホームページ ６．研究会や講演会 

７．広島市が行うイベントやセミナー ８．その他（              ） 

 

 

 

 

地球温暖化防止には、温室効果ガスの削減が欠かせませんが、温室効果ガスの多くは二酸化炭素であり、

そのほとんどは、市民生活、事業活動等になくてはならない電力等のエネルギーを創るのに必要な化石燃料

の燃焼によるものです。 

そのため、電力等のエネルギー使用量を削減することは、地球温暖化防止につながります。 

 

問 11 広島市は、市域からの温室効果ガス排出量を、平成２年度比で６％削減することを目標としていまし

たが、直近の温室効果ガス排出量である平成 25 年度は全体で約２％増加しています。増加の主な要因

は、業務床面積の増加、ＯＡ機器の多様化などによって、オフィス・店舗等の業務部門からの排出量が

約３８％増加したことなどです。 

そのことを知っていますか。当てはまるものを一つ選び、番号に○を付けてください。 

１．よく知っている ２．少しは知っている 

３．聞いたことはあるが、あまり知らない ４．全く知らない 

５．わからない 

 

地球温暖化防止の取組について 

地球温暖化について 
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問 12 貴事業所での、省エネ行動や節電などの取組についてお尋ねします。 

⑴ 日常業務において、省エネルギーの取組を実践していますか。以下の取組のうち、当てはまるものを

全て選び、番号に○を付けてください。「18．その他」と回答された事業所は、（ ）に具体的な取組内

容をご記入ください。 

【省エネ対策を推進するための体制・仕組みづくり】 

  １．統括的なエネルギー管理体制の整備と責任者の配置を行う 

２．エネルギー使用量、設備の運転時間等の計測、記録を行う 

３．取組状況の確認、評価、改善を行う 

【運用対策による省エネ】 

 空調設備等 ４．事務室等の室温を冷房時 28℃、暖房時 20℃に維持する 

５．空調区画を細分化し、空調が不要な区画は停止する 

６．冷暖房時における外気導入量を適切に管理する 

７．中間期には熱源の停止や外気冷房を行う 

８．空調機器のフィルターや熱交換器を定期的に清掃、交換等する 

９．換気ファンを間欠運転する 

10．熱源の燃焼設備の空気比を調整する 

 

 照明設備 11．照明区分を細分化し、照明が不要な区画は消灯する 

12．休憩時間などの執務時間外には消灯または減灯する  

【設備対策による省エネ】 

 空調設備等 13．ポンプ・ファン類等にインバータを設置して最適に制御する 

14．エネルギー消費効率の高い（高効率）空調設備を使用する 

15．熱源水に太陽熱、地中熱、排熱等を利用する 

16．全熱交換器による排気の熱を回収する 

 

 照明設備 17．高効率照明器具（ＬＥＤ照明）を使用する 

  18．その他（                          ） 

19．取り組んでいない 

 

⑵ 貴事業所が省エネルギーに取り組んでいる理由は何ですか。当てはまるものを全て選び、番号に○を

付けてください。「６．その他」と回答された事業所は、（ ）に具体的な理由をご記入ください。 

１．企業の社会的責任であり、地球温暖化問題の重要性を感じているため 

２．企業や製品、商品のイメージアップや新しいビジネスチャンスが期待できるため 

３．省エネルギーや資源のリサイクルによりコスト削減につながるため 

４．事業所の周辺住民との良好な関係を維持するため 

５．会社や業界などで良好な環境保全のための独自の基準等を設けているため 

６．その他（                                 ） 

７．当事業所では、特に地球温暖化防止には取り組んでいない 

 

⑶ 省エネルギーの取組の実践にあたって、問題となっていることは何ですか。以下の項目のうち、当て

はまるものを全て選び、番号に○を付けてください。「８．その他」と回答された事業所は、（ ）に具

体的な問題をご記入ください。 

１．資金の不足 ５．省エネルギー対策に関する情報の不足 

２．人材の不足 ６．取引先や消費者の協力が得られない 

３．ノウハウの不足 ７．事業所内での意思統一を図るのが難しい 

４．手間や時間がかかる ８．その他（                ） 
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問 13 ＩＳＯ１４００１やエコアクション２１等の環境マネジメントシステムは、事業所において、環境に

関する目標や方針を定め、これらの達成に向けてＰＤＣＡサイクルを通じて取り組むことで、効果的、

効率的に環境に取り組むことができます。 

そこで、貴事業所の環境マネジメントシステムの取組についてお尋ねします。 

 ⑴ 貴事業所では、環境マネジメントシステムを導入していますか。以下の項目のうち、当てはまるもの

を一つ選び、番号に○を付けてください。「６．その他」と回答された事業所は、（ ）に具体的な名称

をご記入ください。 

１．ＩＳＯ１４００１ ５．事業所独自の環境マネジメントシステム 

２．エコアクション２１ ６．その他（               ） 

３．ＫＥＳ ７．導入を検討中である 

４．ＬＡＳ－Ｅ ８．導入していない 

 

 ⑵ ⑴で「７．導入を検討中である」又は「８．導入していない」と回答された事業所にお伺いします。

その理由として、どのようなものが挙げられますか。当てはまるものを全て選び、番号に○を付けてく

ださい。「６．その他」と回答された事業所は、（ ）に具体的な理由をご記入ください。 

１．資金の不足 ４．手間や時間がかかる 

２．人材の不足 ５．事業所内での意思統一を図るのが難しい 

３．ノウハウの不足 ６．その他（                ） 

 

問 14 省エネルギー診断は、省エネに関する専門家が、事業所でのエネルギー使用量やエネルギー消費機器、

機器ごとの使用傾向などを調査・分析した上で、分析結果に基づく具体的な省エネルギー手法や、エネ

ルギー使用量の削減効果などを提案するものであるため、大規模投資をせずにエネルギー消費量を効果

的に削減できる方法です。 

貴事業所の省エネルギー診断の受診状況についてお尋ねします。 

 ⑴ 貴事業所では、省エネルギー診断を過去に受診したことはありますか。当てはまるものを一つ選び、

番号に○を付けてください。 

１．受診したことがある ２．受診を検討中である ３．受診したことがない 

 

 ⑵ ⑴で「３．受診したことがない」と回答された事業所にお伺いします。 

その理由として、どのようなものが挙げられますか。当てはまるものを全て選び、番号に○を付けて

ください。「７．その他」と回答された事業所は、（ ）に具体的な理由をご記入ください。 

１．どこに依頼すればよいか知らない ４．手間がかかる 

２．時間がない ５．お金がかかる 

３．必要と思わない ６．効果がない 

７．その他（                                ） 

 

⑶ (一財)省エネルギーセンターでは、中小企業等を対象とした無料の省エネ診断を実施していますが、

知っていますか。当てはまるものを一つ選び、番号に○を付けてください。 

１．知っているし、過去に受診したことがある   ３．知っているが、対象事業所ではない 

２．知っており、今後受診したい         ４．初めて聞いた（受診していない） 
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問 15 新エネルギー・省エネルギー設備等（以下「新エネ設備等」といいます。）の導入についてお尋ねしま

す。 

 ⑴ 貴事業所では、どのような新エネ設備等を導入していますか。当てはまるものを全て選び、番号に○

を付けてください。「11．その他」と回答された事業所は、（ ）に具体的に設備等をご記入ください。 

１．太陽光発電 ７．高効率の空調・換気設備 

２．太陽熱利用 ８．高効率の給排水設備 

３．バイオマス・廃棄物利用 ９．ＬＥＤ照明等 

４．天然ガスコージェネレーション 10．高性能の断熱材 

５．エネルギー管理システム「ＢＥＭＳ」（※） 11．その他（              ） 

６．高効率の熱源・熱搬送設備 12．導入していない  

※ 「ＢＥＭＳ」（ビルディング・エネルギー・マネジメント・システム）とは、ビル等の建物内における電

力消費量等を計測し、空調・照明設備等の制御や、電力消費のピークを抑制・制御する機能を持つエネル

ギー管理システムです。一般的には、ＢＥＭＳの導入により１０％以上の電気消費量の削減につながると

言われています。 

 

 ⑵ 今後導入したい新エネ設備等は何ですか？ ⑴の選択肢から三つまで選び、番号をご記入ください。

「11．その他」の場合は、□に具体的にご記入ください。 

   

 

 ⑶ 新エネ設備等について、どの程度の投資回収年数であれば導入できますか。当てはまるものを一つ選

び、番号に○を付けてください。 

１．投資回収年数 10年以上でも導入してよい 

２．投資回収年数 6～10年であれば導入してもよい 

３．投資回収年数 3～5年であれば導入してもよい 

４．投資回収年数 3年以内でなければ導入できない 

 

問 16 次世代自動車の導入状況についてお尋ねします。 

 ⑴ 現在、貴事業所では、何台の自動車を所有していますか（リースを含む。）。そのうち、次世代自動車

については、それぞれ何台所有していますか（リースを含む。）。それぞれの台数を（ ）にご記入くだ

さい。 

所有自動車総数 （       ）台 

 

クリーンディーゼル自動車 （     ）台 ハイブリッド自動車 （     ）台 

プラグインハイブリッド自動車 （     ）台 電気自動車 （     ）台 

燃料電池自動車 （     ）台 天然ガス自動車 （     ）台 

 

 ⑵ 現在使用している自動車を買い換える、又は新たに自動車を購入するとしたら、低燃費で、温室効果

ガスの排出量が少ないハイブリッド自動車や電気自動車などの次世代自動車を選択しますか。当てはま

るものを一つ選び、番号に○を付けてください。 

１．選択する ２．選択しない 

   

⑶ ⑵において「２．選択しない」と回答された事業所にお伺いします。 

その理由として、どのようなものが挙げられますか。当てはまるものを全て選び、番号に○を付けてくだ

さい。「５．その他」と回答された事業所は、（ ）に具体的な理由をご記入ください。 

１．車両価格 ２．車両性能 ３．デザイン   ４．急速充電施設等の環境整備 

５．その他（                                ） 

〔その他〕 
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問 17 貴事業所が今後、地球温暖化防止のための取組を進める上で、行政にどのような支援を期待しますか。

当てはまるものを全て選び、番号に○を付けてください。「６．その他」と回答された事業所は、（ ）

に具体的な支援をご記入ください。 

１．資金面での支援 

２．人材の紹介や派遣、ノウハウの提供 

３．地球温暖化に関する情報の収集、提供 

４．地球温暖化防止に取り組むための事業者向け情報指針、ガイドラインの作成 

５．地球温暖化防止のための取組に関する相談窓口の設置 

６．その他（                              ） 

７．特に期待することはない 

 

問 18 地球温暖化防止の取組として、行政に特に期待していることについて、以下の項目のうち、当てはま

るものを三つまで選び、番号に○を付けてください。「15．その他」と回答された事業所は、（ ）に具

体的にご記入ください。 

１．最新の省エネ技術を用いた家電や設備の導入促進 

２．省エネ性能が高い住宅や建物の整備促進 

３．再生可能エネルギーや水素エネルギーなどの新たなエネルギーの導入促進 

４．電気自動車などの次世代自動車の普及促進 

５．身近なところに学校や病院、商店街等が集まっているコンパクトでエネルギー消費が少ない 

まちづくりの推進 

６．環境への負荷の少ない公共交通や徒歩・自転車などの利用促進 

７．二酸化炭素を吸収する森林の育成・保全や都市緑化の推進 

８．ごみの減量・リサイクルの推進 

９．クールビズやウォームビズといった国民運動の推進 

10．サマータイムや時間差勤務の導入 

11．環境教育・環境学習の充実 

12．環境保全のために活動している市民団体等への支援 

13．事業者への情報提供の充実 

14．市役所自身の地球温暖化対策（庁舎の省エネルギー化、太陽光発電の導入、公用車への電気 

自動車などの次世代自動車の導入等）の推進 

15．その他（                                   ） 

 

 

 

 

問 19 日常業務の中でどのような地球温暖化の影響を感じますか。当てはまるものを全て選び、番号に○を

付けてください。「７．その他」と回答された事業所は、（ ）に具体的な影響をご記入ください。 

１．猛暑日の増加 

２．季節感の喪失による季節物の売り上げ低下 

３．短時間強雨や大雨、高潮といった自然災害の増加 

４．熱中症等の健康被害の増加 

５．お米やみかんなど、農作物の収穫量や品質の低下 

６．スキーや海岸部でのレジャー産業への影響 

７．その他（                                 ） 

８．影響を感じない 

 

地球温暖化の影響への対応について 
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問 20 地球温暖化の影響により日常業務に支障が出ていることがあれば、下記に具体的にご記入ください。 

例： ・取引先のある外国が地球温暖化の影響を受けており、輸入品の価格が上昇した。 

 ・取引先から、環境への負荷の少ない製品にするよう求められ、設備を更新した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、ご意見、ご希望がありましたら、ご自由にご記入ください。 

  

ご協力ありがとうございました 

その他 


